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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国育成のせとかが先行して面積拡大したが横這い。はるみ・カラも横ばいになっている中、愛媛28号、甘平は右肩上がりに増加しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛媛県では、年間を通して愛媛産の柑橘が食べられることを目標に品種開発しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この方法に今まで取り組んできました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
南予地方局独自の予算をたて、産地化推進。10年で1億円産地ができ国内唯一の産地化達成。
国の温暖化対策を研究する方から、地球温暖化対策の果樹の成功例と言ってもらうことも。
忘れかけたころにマスコミが取り上げてくれる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
農家に対し啓もうしたパネルです。
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H22.12.1 8.16 116 224 12.7 0.86

H21.12.1
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
果実の品質について
〇糖度は10月から増加し始め、成熟期の3月上旬に13～15度程度で、樹上におくほど増加傾向。
〇クエン酸含量は2月下旬～3月上旬に1.0g/100ml程度となるが、その後は横ばい状態となり、味ボケしにくい。
〇以上より、4月頃まで樹上に置くことにより、糖度が高く酸味もほどよい良好な食味となる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　実際、南予の産地を中心に品種改良の要望も極めて高く、高糖度な品種や地球温暖化でひどくなったといわれる
浮皮のない品種、隔年結果性の起こらない品種が求められています。

　ところが、温州みかんは交雑育種に向かない性質を持つため、
紅まどんなや甘平のように交雑による品種改良が出来ません。


®

RXHBERE(CmAEZELNVEET TFEF)
N

BR-FEALREDRAT 3B AN ADRAT

:IC';E%E?#B HAFITTA 1DDFFHLHBEDIHFL
FEHOBHRIE—H TS,
'|$’§0):)_’—>r-¥ﬂﬁﬂj - N #’J'Iiﬁd)lt—ﬁgﬂﬂ‘ij

MO E


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　例えば、交雑育種に向かない性質として、母として利用する場合、
普通なら、アサガオやヒマワリのように種を一つ播くと一つ芽が出て、
しかも、この芽は、両親から半分ずつの遺伝子を受け取った雑種に
なっています。この性質は両親の「いいとこ取り」ができる都合の良い
性質であり、この性質のことを「単胚性」と言います。中晩柑には
このような性質を持つ品種が多くあります。
　これに対し、温州みかんの種は、一つの種子の中に約20の芽を出す
能力を持っています。しかし、このうち両親との雑種は1芽だけで残りは
母親とほぼ同じコピーになっています。このほぼ「同じコピー芽」のことを
珠心胚実生と言います。コピーとは言え、母親と多少性質に違いが
出ることがあるため、現状ではその違いを育種に利用していますが、
両親の「いいとこ取り」をする方がより効率的な品種改良ができること
から雑種の芽が必要になります。
　けれども、この図のように、雑種と珠心胚実生が色違いになって
いるわけではなく、出てきたすべての芽を一つ一つ確認する
必要があることから、温州みかんでは雑種の利用効率が極端に悪く
なります。
　このような、温州みかんの種子からたくさんの芽が出る性質を
「多胚性」といい、温州みかん交雑育種の最大の阻害要因と
なっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　また、みかんを父として利用する場合にも交雑育種に向かない性質があります。
　普通の花は、おしべには花粉が大量につくことが多いのですが、
温州みかんの場合は、このようにおしべが退化して花粉を持たない花が
ほとんどです。開花期に温度ストレスがかかったような場合に、まれに、
このように花粉を持ちますが、あまり見られません。
　このようなおしべが花粉を持たない現象を「雄性不稔性」と呼びます。

　このように、花粉が確保のチャンスが少ないために、交配そのものが
できなかったり、開花期のずれで交配のタイミング適期を逃してしまうことも
多く、このことも、温州みかんを使った品種改良を難しくしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高度な育種に取り組む時のプレゼン資料です。詳細は大学の先生方のご指導にお任せいたしますが、イメージだけご説明致します。
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